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データで語れる文科系 

永岡 慶三 

今さら，文科系，理科系という分類もなんです

が…． 
6 月初旬に学会の広報委員会より執筆の依頼を

いただきました．本学会の第1回の優秀賞の受賞

者でということだそうですが，巻頭言のバックナ

ンバーを見ればこの領域のビッグネームが並ぶの

を見て恐縮の次第です． 
私は 1973 年の学会発足時点より会員です．そ

れ以前の行動計量シンポジウムを含め 40 年以上

のお付き合いで長さだけなら相当です．私の「教

育工学」という複合的研究領域の性質上，多数の

学会の会員なのですが，中でも日本行動計量学会

は子どもの頃(学生時代)から好きな学会でした． 
理由の一つは，学会趣意書にも明記された「こ

の学会に加わる人々の専門領域の範囲を厳密に制

限する必要はない」という文化です．工学部出身

だった私は，昔，教育系学会の研究会で教育デー

タの解析手法について研究発表すると，教育専門

家から教育そもそも論のような質問を受け，若輩

には手に余る質疑に往生した憶えがあります．そ

ういうことが行動計量学会には無かったのです． 
さて，私の早稲田大学での所属は人間科学部で

す．学部発足以来 20 年以上が経過しました．し

かし，いまだ「人間科学部って何ですか？」とい

う質問を受けます．学生はさらに深刻で，企業の

入社面接ではこの質問を必ず受け，これに明快に

回答しないと面接官の怪訝な表情を見るばかりで

す．2013年度から学部カリキュラムの改訂が着手

され，質問「人間科学部とは？」に明確に回答で

きるという，破れかぶれのような教育目標が掲げ

られました．しかし，学生にとっては，多様な授

業で学んだ知識を自分の頭で体系化して言語表現

するという，考えればなかなか正鵠を射た目標と

もいえるのです． 
今，社会を見渡せば，少子高齢化・デフレ経済・

環境汚染・グローバル教育と難題山積です．原発

問題一つとっても，従来の技術や経済の尺度だけ

では適切な対応策が見いだせない現状があります．

人間を中心においた視野の広い総合的施策が求め

られています．それに回答しうるのが人間を中心

におく総合科学である人間科学だというのが本学

部の論理です．ただし，総合科学的であり文・理

融合であることを標榜してはいますが，進路指導

や採用企業からは文科系と分類されています．そ

んなこんなで，私なりの回答は「データで語れる

文科系」人材の育成です． 
気がつけば，文・理融合かつデータで語れる文

科系．これはまさに日本行動計量学会そのものだ

と，入会以来 40 年以上経って，今一度，嬉しい

ことに気が付いた次第です． 
（ながおか・けいぞう，早稲田大学人間科学学術院） 

永岡 慶三（ながおか・

けいぞう） 
慶応義塾大学大学院博士課程

修了．工学博士．神戸大学助教

授，メディア教育開発センタ

ー・総合研究大学院大学教授を

経て，2004 年より現職．日本

教育工学会，教育システム情報学会，日本教育工学協会 各理

事．1986年日本行動計量学会林知己夫賞（優秀賞）受賞． 
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役員異動のお知らせ 

  

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・統計関連学会連合担当理事 

渡辺 美智子（退任） 

岩﨑  学 （就任） 

 

 

 

日本行動計量学会第41回大会のお知らせ 

 
大会実行委員長       
菊地賢一（東邦大学理学部） 

 

8 月の初旬にお送りしたプログラムは，ご覧い

ただけましたでしょうか．8/16に，事前参加申込

は，締め切らせていただきましたが，当日受付で

のご参加も，もちろん可能です．お一人でも多く

の方々のご参加をお待ちしております． 

また，非会員の方でも，当日，大会受付にて，

入会申込をしていただきますと，入会手続き中と

して，会員扱いでの参加が可能です．ぜひとも，

お近くの非会員の方もお誘い合わせの上，お越し

下さい．もちろん，非会員のままでのご参加も歓

迎いたします． 

なお，9/5 には，公開講座「サッカーにおける

データ分析－サッカーの現場における分析力と

は？－」を開催いたします．この公開講座は，大

会への参加とは関係なく，どなたでも聴講可能，

参加申込は不要です．日本サッカー界の現場で活

躍され，国際経験も豊富な方々の講演です．講演

は，データ分析の観点からだけではなく，指導者，

選手，サポーター，どの立場の方でも，サッカー

により深く関われる，楽しめるようになる内容を

目指しております． 

本大会が有意義な会となるよう実行委員一同

最善を尽くし，皆様をお待ちしております．どう

ぞ，よろしくお願い申し上げます． 

○大会開催要項 

会期：2013年9月3日（火）～6日（金）（9/3は

チュートリアルセミナー） 

会場：東邦大学習志野キャンパス（千葉県船橋市

三山2-2-1） 

大会実行委員長：菊地賢一（東邦大学理学部） 

大会Webサイト：http://bsj.wdc-jp.com/2013/ 

 

○スケジュール 

9/3（火） 

    12:30 受付開始 

    13:00～17:00 チュートリアルセミナー 

 

9/4（水） 

    9:30 受付開始 

    10:00～17:30 特別セッション 

一般セッション 

 

9/5（木） 

    9:30 受付開始 

    10:00～12:00 特別セッション 

一般セッション 

    13:15～14:15 総会 

    15:00～17:00 第41回大会公開講座（東邦大

学理学部公開講座としても開

催） 

    17:30～19:30 懇親会（習志野キャンパス学生

食堂PAL） 

 

9/6（金） 

    9:30 受付開始 

    10:00～15:15 特別セッション 

一般セッション 

 

○公開講座 

第 41 回大会の特別講演として，次の公開講座

を実施します 

日時：2013年9月5日（木）15:00～17:00 

場所：東邦大学習志野キャンパス（薬学部 C 館 1

階C-101講義室） 

共催：東邦大学理学部 
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タイトル：サッカーにおけるデータ分析－サッカ

ーの現場における分析力とは？－ 

講演予定者： 

  大熊清氏（FC 東京 テクニカルダイレクター・

南アフリカワールドカップ日本代表コーチ） 

  湯浅理平氏（公益財団法人 日本サッカー協会 

代表チーム テクニカル アナリスト） 

  澁川賢一氏（東邦大学理学部専任講師・元Jリ

ーグ フィジカルコーチ） 

概要： 

サッカーにおけるスカウティングとは，どのよ

うなものなのか．データ収集と分析は，どのよう

に行われるのか．そして，その分析結果が，どの

ように現場にフィードバックされ，チーム全体と

しての戦術や選手個々のプレー，パフォーマンス

に生かされるのか．コーチング，スカウティング，

フィジカルコンディショニングの専門家の立場か

らお話いただきます． 

（※東邦大学理学部公開講座としても開催されま

す．大会参加者だけではなく，どなたでも無料で

聴講可能です．公開講座は参加申込の必要はあり

ません） 

 

○チュートリアルセミナー 

日時：2013年9月3日（火）13:00～17:00 

講師：杉澤武俊先生（新潟大学） 

タイトル：マルチレベルモデリング入門 

9/3 のチュートリアルセミナーについては，事

前参加申込で座席が埋まっております．事前参加

申込をされていない方は，当日，いらっしゃって

も，キャンセルなどで席が空いていない場合には，

ご参加いただけませんのでご注意下さい． 

 

○大会参加費 

 

正会員 6,000円 
学生 4,000円 
賛助会員 6,000円 
非会員 10,000円 

 
 

・参加費には抄録集1冊を含みます． 
・正会員には名誉会員・シニア会員を含みます． 
・学生の参加費には準会員・非会員の区別はあり

ません． 
・賛助会員は3名様まで無料です．事前に参加券

を3枚お送りしますので，この券を持参された

方が対象です．4 人目以降は，上記金額です．

なお，事前参加申込みより無料の登録を行った

方も，当日必ず参加券をご持参下さい． 
・抄録集は1冊3,000円で頒布します． 
 
○懇親会 

 懇親会は，9月5日(木)の17:30～19:30に習志

野キャンパス学生食堂PALにて行います． 
・懇親会費：5,000円 
・定員に達した場合は受付を終了することがあり

ます． 
 
○宿泊について 

大会実行委員会では，特に宿泊先の用意はいた

しません．JR 総武線か京成本線の駅周辺のホテ

ルが便利です．JR 京葉線の駅からは，交通機関

が不便ですので，ご注意下さい．東京駅から JR
津田沼駅までは，総武線快速で 30 分ほどの所要

時間ですので，都内のホテルのご利用も可能かと

思います． 
 
○昼食について 

 大会期間中の昼食時間帯（11:30～13:30）には，

キャンパス内の学生食堂 PAL が営業しておりま

す．また，京成大久保駅に向かう商店街には飲食

店，正門前の通りにはコンビニエンスストアもご

ざいます．ご持参いただいた昼食を召し上がる際

には，休憩室をご利用下さい． 
 
○アクセス 

・JR 総武線「津田沼駅」下車（東京駅地下ホー

ムから快速電車で29分）後，バス利用．JR「津

田沼駅」北口4番乗り場から，三山車庫行，二

宮神社行，八千代台行，または5番乗り場から

日大実籾行，八千代台行のいずれかに乗車し，



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 138 号                                  2013 年 9 月 1 日 

4 

「東邦大学前」で下車（駅から10～15分） 
・京成本線「京成大久保駅」下車，徒歩約10分． 
 
＊詳細は，以下のURLを参照のこと． 
http://www.sci.toho-u.ac.jp/accessmap/index.html 
 

○お問い合わせ先 

・Webでの手続き関係 
  大会ヘルプデスク：bsj-desk@bunken.co.jp 
・大会全般の問い合わせ 
   第41回大会実行委員会：bsj2013@toho-u.ac.jp 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学の許可を得て転載 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 138 号                                 2013 年 9 月 1 日 

5 

2013年度統計関連学会連合大会について 

（第三報） 

 
2013年度統計関連学会連合大会 
実行委員会委員長     大屋幸輔（大阪大学） 
プログラム委員会委員長  栗原考次（岡山大学） 
運営委員会委員長        佐藤美佳（筑波大学） 

 
2013年度統計関連学会連合大会の第一報，第二

報に続き，「第三報」をお届けします．本報が本大

会に関する最後のご案内です．本報は連合大会に

ついて簡潔にまとめを行い，皆様の便宜をはかり

たいと思います．今後，詳細プログラムや変更事

項は，連合大会のウェブページ 
http://www.jfssa.jp/taikai/2013/ 

に掲載いたしますので，どうぞご参照下さい． 
 すでに 5 月 8 日（水）から 6 月 10 日（月）ま

で講演申し込みを受け付けいたしました．おかげ

さまで，企画セッション講演 72 件（企画セッシ

ョン17），コンペティション講演23件，一般講演

224 件の申し込みを頂きました．これに加えて，

ソフトウェアセッション5講演があり，総講演数

324 件となりました．誠にありがとうございまし

た． 
 
1．日程など 
 本大会に関する今後の日程は次の通りです． 
大会開催日程：9月8日（日）から11日（水）ま

での4日間 
9月8日（日）：チュートリアルセッションと市民

講演会 
9月9日（月）～ 11日（水）：本大会 
場所：大阪大学豊中キャンパス 
共催：応用統計学会，日本計算機統計学会， 

日本計量生物学会，日本行動計量学会， 
日本統計学会，日本分類学会 

懇親会：9月10日（火）18:10 ～  
（豊中キャンパス内のカフェテリア「らふぉれ」） 
事前参加申込：7月18日（木） 9:00 

 ～ 8月20日（火）17:00 
※ 原稿提出は７月９日（火）17:00に締め切りま

した． 
 

2．会場 
 本大会は，初日の9月8日（日）に，チュート

リアルセッションと市民講演会を，大阪大学豊中

キャンパスの文法経研究講義棟で開催します．2
日目から4日目の9月9日（月）から11日（水）

に，各種セッション講演を，キャンパスの全学教

育推進機構 管理・講義棟A，B棟，および大講

義室で行います． 
大阪大学全学教育推進機構  
〒560-0043大阪府豊中市待兼山町1−16 
電話: 06-6850-6111(代表) 
(1) 大阪大学豊中キャンパスへのアクセスは，連

合大会ウェブページの「会場」欄をご参照下さい．

阪急宝塚線石橋駅から徒歩約 15 分，大阪モノレ

ール柴原駅から徒歩約15分です．  
(2) 「文法経研究講義棟」へのアクセスも，ウェ

ブページの「会場」欄をご参照下さい． 
(3)  2日目以降は，全学教育推進機構管理・講義

棟A，B棟の教室，および大講義室が会場となり

ます．  
(4) 保育室は，大阪大学豊中キャンパス内に設け

る予定です． 
(5) 昼食は，総合図書館の下の「図書館下食堂」，

学生交流棟の「宙(sora)」，豊中福利会館3階の食

堂，その他，カフェテリア「らふぉれ」などでお

とりいただけます．  
(6) 懇親会は， 9 月 10 日（火）の夕方に大阪大

学豊中キャンパス内にあるカフェテリア「らふぉ

れ」で行います． 
(7) 無線LANサービスの提供はありません． 
 
3．参加申し込み 
 大会に先立って，事前参加申し込みと懇親会申

し込みがウェブページで始まっております．連合

大会ウェブページの「申し込み」欄よりお手続き

下さい．申し込み期間は2013年7月18日（木）

午前9時より8月20日（火）17時までです．カ

ード決済と銀行振り込みがご利用いただけます．

事前申し込みは，当日受付より大幅な割引がござ

いますので，ぜひご利用下さい． 
 大会参加費（講演報告集代を含む），チュートリ

アルセッション参加費（資料代を含む）とも会員

（共催 6 学会の学会員）・学生（学会員，非会員
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を問わず）・学生以外の非会員により参加費が異な

ります．また，懇親会参加費は，一般（学会員・

非会員を問わず）・学生（学会員・非会員を問わず）

により参加費が異なります．詳しくはウェブペー

ジの「大会詳細」をご覧下さい．市民講演会は無

料です．  
 なお，非会員の招待者（企画セッション講演者，

討論者等）の方を除き，すべての講演者（一般・

企画セッション・コンペティション講演を問わず）

の方も参加申し込みのお手続きが必要です．お忘

れなきよう，よろしくお願いいたします． 
 
4．保育室 
今年度は，大阪大学経済学部の 60 周年記念事業

基金からの助成により保育室を開設します． 
設置期間： 9月9日（月）～11日（水）（8日は

設置しません）  
設置時間： プログラム開始 30 分前から終了 30
分後まで  
場所： 原則として，大阪大学豊中キャンパス内  
対象： 原則 0 歳児から 6 歳児（小学校入学前）

まで  
保育者： 保育士 
締め切り： 8月20日（火）  
申込先：福重 元嗣（実行委員） 

mfuku@con.osaka-u.ac.jp 
ご利用を希望される方は，できるだけ早くメー

ルにて上記までご連絡下さい．詳細についてお知

らせいたします．また，お問い合わせの際には，

暫定の利用日時とお子様の年齢をお知らせいただ

けると助かります．詳細な利用規定や正式の申込

書・同意書については，後日お送りいたします．  
 
5．大会プログラム 
 プログラムおよび大会案内はウェブページで公

開するとともに（8月上旬までに公開予定），各学

会にもお知らせいたします．ウェブページには

HTML版およびPDF版を用意いたします．プロ

グラムは講演報告集にも掲載します．なお，各学

会を通じての，印刷物冊子配布はございませんの

でご注意下さい． 
 なお，講演者および共同発表者の所属は原則と

して講演申し込み時に入力頂いたものです． 

6．チュートリアルセッション 
 チュートリアルセッションは2つのテーマを用

意いたしました．多くの方々のご参加をお待ちし

ております． 
日時：2013年9月8日(日) 13:00～16:00  
場所：大阪大学豊中キャンパス文法経研究講義棟

4階，文41番講義室，法42番講義室 
受付開始：12:30 
テーマA：統計的グラフィカルモデルの展開 
講演者：原 尚幸 先生（新潟大学） 
場所：文法経研究講義棟４階 文41番講義室 
テーマB：ビッグデータと統計解析 
講演者：水田 正弘 先生（北海道大学）， 

南 弘征 先生（北海道大学） 
場所：文法経研究講義棟４階 法42番講義室 
 2 つの講演は同じ時間帯に開催されますので，

どちらか一方のテーマをお選び下さい．なお，途

中でもう一方のテーマへ移動されても追加料金は

かかりません． 
 事前参加受付は，2013年度統計関連学会連合大

会のウェブページの「申し込み」欄から手続きが

できます（8月20日（火）17時まで）．当日参加

も受け付けますが，あらかじめ参加費を納めてい

ただく場合は，大幅な割引が受けられます．当日

受付の場合，参加費（資料代含む）は，会員（共

催，協賛の6学会の会員）4,000円，学生（会員・

非会員を問わず）4,000 円です．学生以外の非会

員は8,000円です． 
 
7．市民講演会 
 市民講演会は，以下のテーマで2名の先生方に

ご講演をお願いいたしました．多くの方々のご参

加をお待ちしております．参加費は無料です． 
日時：2013年9月8日（日） 16:30～18:00 
場所：大阪大学豊中キャンパス文法経研究講義棟

４階，文41番講義室 
受付開始：15:30 
テーマ 1：保健統計データの見方－健康で長寿な

社会をめざす統計－ 
講演者：村上 義孝 先生（滋賀医科大学） 
時間：16:30～17:15 
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テーマ 2：統計教育大学間連携ネットワークが目

指すビッグデータ時代の人材育成 
講演者：美添 泰人 先生（青山学院大学） 
時間：17:15～18:00 
 
8．企画セッション等一覧 
 ソフトウェア・デモセッションおよび 17 件の

企画セッションを設けます．各セッションが配置

されている時間帯，会場，テーマとオーガナイザ

ー氏名（所属）は以下の通りです．詳細プログラ

ム，テーマのねらいや講演者・講演タイトル等に

つきましては連合大会のウェブページをご覧下さ

い． 
企画セッション名とオーガナイザー 
9月9日（月）10:00-12:00 
 A会場 ビッグデータサイエンスとエンジニア

リング：大屋 幸輔（大阪大学）・水田 正弘（北

海道大学） 
 H会場 日本分類学会シンポジウム：クラスタリ

ング研究の新展開：足立 浩平（大阪大学） 
9月9日（月）13:00-15:00 
 A会場 確率微分方程式モデルの金融・保険数理

統計：内田 雅之（大阪大学） 
 D会場 日本計量生物学会シンポジウム：医学分

野における統計教育のあり方:松山 裕（東京大

学） 
 H会場 日本統計学会 会長講演・各賞受賞者記

念講演：岩崎 学（成蹊大学） [17:30まで] 
9月9日（月）15:30-17:30 
 A会場 スポーツ統計と統計科学の融合：竹内 
光悦（実践女子大学）・酒折 文武（中央大学） 

 D会場 日本計量生物学会 奨励賞受賞者講演：

手良向 聡（金沢大学） 
9月10日（火）10:00-12:00 
 A会場 日本計算機統計学会 企画セッション：

計算機統計学からのゲノムデータ解析：冨田 
誠 （東京医科歯科大学） 

 H会場 統計教育における高大連携：藤井 良宜

（宮崎大学）・牧下 英世（芝浦工業大学） 
9月10日（火）13:00-15:00 
 A会場 確率過程と計算統計：吉田 朋広（東京

大学） 
 H会場 統計関連学科・統計科学専攻設置に関す

る国内外の動向：山口 和範（統計教育大学間

連携ネットワーク・立教大学） 
9月10日（火）15:30-17:30 
 A会場 応用統計学会 学会賞受賞者講演：大西 
俊郎(九州大学)・黒木 学(統計数理研究所) 

 B会場 福島第一原発事故被害地域における疫

学データの調査・解析・オープン化：古谷 知
之（慶應義塾大学） 

 C会場 ソフトウェアセッション（デモセッショ

ン）：竹田 裕一（神奈川工科大学） 
 H会場 大学における統計教育の課題と標準カ

リキュラム策定に向けて：中西 寛子（統計教

育大学間連携ネットワークカリキュラム策定

委員会委員長） 
9月11日（水）10:00-12:00 
 G会場 時間・空間・時空間における事象系列研

究の新展開：庄 建倉（統計数理研究所） 
 
なお，第二報でお知らせした後，プログラム委

員会において，企画セッションに関する以下のこ

とが承認されました． 
(1)企画セッション「ビッグデータサイエンスとエ

ンジニアリング」オーガナイザー：大屋 幸輔（大

阪大学）・水田 正弘（北海道大学）を新たに追加

すること 
(2)オーガナイザーの申出により企画セッション

「ベイズ的アプローチが役に立った実践例」を開

催しないこと 
 
文部科学省科学技術試験研究委託事業「数学・数

理科学と諸科学・産業との協働によるイノベーシ

ョン創出のための研究促進プログラム（略称：数

学協働プログラム）」による数学協働プログラム・

ワークショップ「統計科学の最先端と産業界・諸

科学への展開」の開催について 
共催：大阪大学金融・保険教育研究センター・文

部科学省（統計数理研究所）・統計関連学会連合 
9月9日（月）10:00-17:30，10日（火）10:00-12:00 
  



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 138 号                                 2013 年 9 月 1 日 

8 

企画セッションのうち，「ビッグデータサイエ

ンスとエンジニアリング」，「確率微分方程式モデ

ルの金融・保険数理統計」，「スポーツ統計と統計

科学の融合」，「計算機統計学からのゲノムデータ

解析」については数学協働プログラム・ワークシ

ョップ「統計科学の最先端と産業界・諸科学への

展開」として実施し，参加費無料といたします． 
趣旨：我々が現実社会で直面する現象は高次元で

複雑に関連しあっており，それらを科学的に解明

することは，数学・数理科学に携わる研究者のみ

ならず，医学，生物，経済，心理，といった諸科

学，さらにスポーツや広告，情報産業などの産業

界にとっても大きなテーマである．革新的に進化

した情報技術が提供するビッグデータと呼ばれる

膨大なデータの蓄積は，それらを科学的に解析す

る技術の確立への要望を更に強めている．この数

学協働プログラム・ワークショップ「統計科学の

最先端と産業界・諸科学への展開」においては，

特にゲノムデータ解析，金融・保険，スポーツ，

そしてビッグデータ自体をとりあげる４つのセッ

ションにより，最先端の研究成果が報告される予

定である．産業界，諸科学の方面からの課題提議

や双方向の議論を通し，基礎研究だけでなく実務

的な応用をも念頭に置いた数学・数理科学の関連

分野への貢献の方向と方策を見出すことを，各セ

ッションの共通目的としたワークショップとなっ

ている． 
 
9．コンペティション 
 今年度も若手会員の質の高い研究・発表の奨励

を目的としてコンペティションを実施します．コ

ンペティション講演セッションは，9月9日（月）

～10 日（火）に B 会場で行います．発表時間は

質疑を含めて20分とさせていただきます．なお，

表彰式は 10 日（火）17:40 からB 会場にて行い

ます（第二報の案内から変更されておりますので

ご注意下さい）．詳細は連合大会のウェブページ

［コンペセッションの概要について］をご覧下さ

い． 
 
 

数学協働プログラム「人間行動への数理の応用に

よる課題解決」 ワークショップのご案内 

千野 直仁（愛知学院大学） 
 

日本行動計量学会では，非対称データの解析研

究部会が中心となり， 数学協働プログラム「人間

行動への数理の応用による課題解決」の ワークシ

ョップを下記の要領にて行います．ご興味のある

方は是非 ご参加下さい． 
主催：日本行動計量学会 
運営責任者：千野直仁（愛知学院大学） 
開催時期：2014年2月15日（土）～16日（日） 
開催場所：帝京大学 霞が関キャンパス（東京都千

代田区平河町 2-16-1 平河町森タワー9 階）  
http://www.teikyo-u.ac.jp/access/kasumigaseki.
html 
詳しくは，http://coop-math.ism.ac.jp/event/ 

2013W08，および https://appsv.main.teikyo-u. 
ac.jp/~satoru/societies/coop-math-2013W08/ind
ex.htmlをご覧下さい． 
参加申込：必要（下記問い合わせ先までお願いい

たします，参加費無料） 
問い合わせ先（ワークショップ参加申し込み，懇

親会申し込み）： 
・千野直仁 (chino@dpc.agu.ac.jp) 
・横山暁 (satoru@main.teikyo-u.ac.jp) 
 
主なプログラム（予定）： 
 2月15日（土） 
  9:40-10:40  
「ゆらぎの心理学」Miao, T. (CCI)・雄山真弓（大

阪大学） 
 10:55-11:55  
「Analysis of fMRI data by structural  
equation models」高根芳雄（マッギル大学名

誉教授） 
 13:15-14:15 
 「重複クラスター分析法を用いた社会科学系

データの理解」 横山暁  (帝京大学） 
 14:30-15:30 
「心理データ解析のための行列分解」足立浩平

(大阪大学） 
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 15:45-16:45 
 「量子論的社会調査データの解析法」吉野諒三

(統計数理研究所） 
 16:45-17:45  
「小集団の成員間親近度の形成・変容について 
のヒルベルト状態空間モデル」千野直仁（愛知

学院大学） 
 2月16日（日） 
 9:30-10:30  
「渋滞現象の数理モデルと検証」 西成活裕 (東
京大学) 

 10:45-11:45  
「心理学における数学の役割：理論構成の前段

階としての経験的事実の把握」西里静彦（トロ

ント大学名誉教授） 
 13:15-14:15 
 「非対称フォン・ミーゼス尺度法」 荘島宏二郎

(大学入試センター） 
14:15-15:15 
 「視覚と錯視のフレームレットモデル」 新井仁

之（東京大学） 
 15:30-16:30 
 「ブランドスイッチングの非対称 MDS モデル

による解析―ブランドの強みと弱みを把握す

るー」 岡太彬訓（多摩大学） 
＊なお，2月15日（土）のプログラム終了後，懇

親会（有料）を予定しております． 
 
 

学会協賛イベントについて 

事務局長   菊地 賢一（東邦大学） 

 
承認日 協賛イベント 開催年月日

2013年 
7月31日 

人文科学とコンピュ

ータシンポジウム 

「じんもんこん

2013」（国際シンポジ

ウムIPSJ SIG-CH/ 

PNC/ECAI/CIAS 

Joint Symposium) 

2013年 
12月9日 
～14日 

（2013年6月～2013年8月承認のもの） 

広報委員会からのお知らせ 

 

広報委員会委員長   

松本 渉（関西大学） 

 

Facebookページの公開 

2013 年 7 月から，情報発信の強化と会員間の

交流促進のため，学会の公式 Facebook ページを

公開いたしました． 
Facebookをご利用の方は，ぜひ下記のURL 

https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety 
にアクセス頂き，「いいね！」を押して，学会から

のメッセージをお受け取り下さい． 
Facebook をご利用でない方もアカウント作成

後，「いいね！」をクリック頂ければ幸いです． 
学会 Facebook ページには，非会員の方でもア

クセスすることができます．ご関心のありそうな

非会員の方がおられましたら，おすすめくだされ

ば幸いです． 
 

「入会のご案内」のリーフレットを改訂しました 

2013年5月に，「入会のご案内」のリーフレッ

トの改訂を行いました．学会の連絡先などが最新

の内容になっています． 
「入会案内」と「入会申込書」は，下記のURL 
http://www.bsj.gr.jp/invitation/index.html 

からダウンロードできますので，ご周囲の方で本

学会への入会に関心をお持ちの方などにご案内い

ただければ幸いです． 
 
その他の広報活動 

以前の会報でもお伝えしましたが，広報委員会

では，第41回大会の宣伝活動についても従来通り

進めております． 
再三のお願いになりますが，皆様の加入されて

いる学協会で，本学会の行事をご案内できる場と

してお薦めのものがございましたら，広報委員会

までご連絡下さい．今後の広報活動の参考にさせ

て頂きます． 
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【シリーズ海外レポート④】  

 

中国の学会事情 

鄭 躍軍（同志社大学） 
 

社会団体としての学会は，学術研究の推進，学

者相互の連絡などのため組織された，専門研究者

の団体である．今日では，日本学術会議から「協

力学術研究団体」として指定を受けている学会は

1,500 以上あり，どの学会も会員の会費を基本的

な財源として運営している．しかし，国によって

学会の位置づけ，運営形態，社会的役割が異なる

のは実情である．今号の海外レポートは，日本の

隣国である中国における学会の事情について報告

する． 

 

◇学会の概要 

 中国では，あらゆる社会団体は政府機関が管理

する組織という特徴をもつ．学術研究の促進を目

的とする学会の設立は県級以上の政府管理部門の

許可を受ける必要があり，日常の運営は政府管理

部門のもとで行うことになる．現在，全国範囲で

活動する学術団体としての学会は450以上あるが，

そのうち，約200の学会は，会員の会費ではなく，

政府予算や助成金を主な財源として活動を展開し

ている．大多数の学会は“２＋１”と呼ばれる特

殊の管理体制をとっている．すなわち，社会団体

登録の管轄機関と学会業務の管轄機関は学会を直

接管理する一方で，学会運営を支援する機関は所

管の学会に人員，予算，オフィスなどを提供する．

そのため，学会の専属職員は公務員か準公務員の

身分をもつ場合が多い． 

なお，中央政府が直轄する中国科学技術協会は，

科学技術団体として，学会の“２＋１”管理体制

とともに，計198の全国的な学会を団体会員とし

て管轄している．学術団体としての学会は，会員

資格について厳しい規定があり，中級以上の職位

（大学専任講師以上）を入会資格とする場合が多

く，学生会員制度は設けられていない．なお，学

会は政府予算（給付金や助成金など）を中心に各

種事業を企画するという事情もあり，会員会費の

明確な金額が記されている学会はほとんどない． 

どの学会も，学術交流促進，出版物刊行，学術

会議開催，国際交流，表彰などを主な業務とする

が，専門領域によって学会の担う役割は異なり，

一概に言えないのが実情である． 

 

◇学会の分類 

中国ではひとくちで全国的な学会と言っても，

各学会のもつ地位は決して同じではない．最も権

威性の高い学会は“一級学会”と呼ばれる団体で，

中国科学技術協会の団体会員のうち，一級学会が

180 以上を数える．図 1 に示しているように，一

級学会の数を見れば，工学系が68，理学系が42，

医学系が 25，複合領域系が 17，農学系が 15，の

順に並んでいる．しかし，一級学会の定義もなけ

れば，明確な認証基準もない．その多くはむしろ

歴史的な経緯があり，継承してきた学会であるこ

とは間違いない．例えば，中国現場統計研究会（日

本応用統計学会に相当する）は，当時の国家指導

者鄧小平氏の特別許可により，1979年に発足した

もので，現在，中国における統計関連学会のただ

一つの一級学会である．   

42
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一
級
学
会
の
数

 
図１ 領域別の各術団体としての一級学会 

一級学会以外の全国的な学会，一級学会の下に

設けられた分会，省・自治区・直轄市が管轄する

学会などを“二級学会”と総称する．統計科学関

連の学会としてよく知られている中国概率統計学

会，中国統計学会及び中国統計教育学会は，二級

学会に分類される．中国概率統計学会は，中国科

学技術協会が管轄する一級学会の中国数学会の分

会であり，確率統計理論分野の研究者が主な会員

である．中国統計学会は，国家統計局が主管する

全国的な学会で，会員は官庁統計実務者や統計科

学研究者が圧倒的多い．一方，中国統計教育学会
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は，教育部と国家統計局が主管する全国的な学会

として，大学の統計学部・研究所や地方政府の統

計養成部門などの団体会員と少数の個人会員によ

り構成されている． 

中国では，「国家級」学術雑誌と言われる刊行

物のほとんどは一級学会により発行される学会誌

となっており，最も高く評価されている傾向があ

る．そのため，大学や研究機関における採用人事

や昇進の研究業績評価にこれらの学会誌に掲載す

る論文件数が重要な参考資料として使われている．

ちなみに，各省，自治区，直轄市が管轄する学会

や大学が刊行する学術雑誌は通常「省级」刊行物

と呼ばれ，掲載論文は研究業績として評価されな

い場合さえある． 

 

◇統計関連学会 

中国では，統計関連学会は日本のように細分化

されていないのが現状である．ここで，主要なも

のとして以下の４つの学会を紹介する． 

中国現場統計研究会は，1979年に発足した，応

用統計，管理科学の研究者を中心とする国家一級

学会で，事務局を在北京工業大学に置いている．

同学会は，実験計画，医学・生物統計，標本抽出，

生存分析など14の分科会，及び省・自治区・直轄

市に設置した30の研究会から構成されるが，現在

の個人会員数は6,000名以上である．会員代表（評

議員に相当する）大会は4年ごとに開催し，理事

を選出する．学会の組織は，理事長と9名の副理

事長の他に，25名の常務理事及び105名の理事か

ら構成されている．学会は年次学術大会を2年お

き開催し，研究会誌「数理統計与管理」を年6回

発行している． 

中国概率統計学会は，1935年に上海で発足した

中国数学会の分会として，1980 年に設置された，

確率理論とその応用領域の研究者から構成される

全国的な学会である．学会事務局は，華東師範大

学に置かれており，会員が約760名である．学会

の組織として，4 年おきに開催する会員代表大会

により選出された理事長，4名の副理事長，21名

の常務理事，45名の理事からなっている．中国概

率統計学会は，「応用確率統計」を1985年に創刊

し，年6回発行している．なお，10回も開催され

てきた日中統計シンポジウムの主催者として，日

本との学術交流を推進している． 

中国统计学会は，1979年に発足した全国的な学

会で，国家統計局のもとで活動する統計科学関係

の非営利社会団体で，現在，国務院各部，省，自

治区，直轄市，重点市に計71の分会，5,056の個

人会員が入会している．事務局は国会統計局統計

科学研究所に置かれ，会員代表大会は4年おきに

開催し，理事を選出する．理事は各分会や大学か

ら選ばれ，任期が4年である．理事会は，会長，

副会長，事務局長，常務理事を選出するが，常務

理事会は，年2回開催し，学会の重要な事項を審

議し，決定する．中国統計学会の組織は，会長（国

家統計局長が兼務する），20名の副会長，162名の

常務理事，279 名の理事から構成される．同学会

は，学術研究集会を開催し，学会誌「統計研究」

を月刊として発行している． 

中国統計教育学会は，国家統計局のもとでl990

年に発足した，統計教育の学術研究の全国的な学

会である．現在，各省，自治区，直轄市に分布し

ている95の団体会員，約200名の個人会員が入会

している．学会は，高等教育，職業教育，社会人

教育，基礎教育の4分会が設置されている．この

学会は，学術報告会や教育交流会を開催すると同

時に，統計教職者訓練や統計教材の刊行に取り組

んでいる．なお，1993年に学会誌「統計教育」を

創刊し，月刊として発行している． 

 関連情報は非常に限られるが，中国の学会実態

について会員の皆様に理解して頂くために，今回

の内容を取り上げた．中国の統計関係者との交流

に関わる会員の皆様に少しでも参考となればこれ

以上嬉しいことはないであろう．なお，執筆者の

力不足で文中にいろいろな間違いがあるかと思う

が，ご指摘を頂ければ幸いである． 

鄭 躍軍（てい・やくぐん） 

同志社大学大学院文化情報

学研究科教授 

東京大学大学院農学生命科学研究

科博士課程修了．博士（農学）．統

計数理研究所助手・総合地球環境

学研究所助教授准教授を経て，

2009 年 4 月より現職．2009 年か

ら日本行動計量学会理事・組織検討委員会委員・欧文誌編集

委員．2012 年から広報委員会委員・刊行物委員会委員．2013

年から学会賞選考担当理事．
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

 
☆リスクを科学するフォーラム 

開催日：2013年9月1日13：00～16：20 
開催場所：日本学術会議講堂 
参加費：無料（定員300人） 
プログラム：http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/ 
154-s- 0901.pdf 
申込み：https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0003. 
html 
問い合わせ先：日本学術会議事務局企画課学術 
フォーラム担当（TEL：03-3403-6295） 
 
☆大阪商業大学JGSS研究センター・集中セミナ

ー 

開催日：2013年9月2日～3日10:00～17:00 
開催場所：大阪商業大学 GATEWAY 4階 
参加費：10,000円（大学院生5,000円）（当日払） 
定員：50名（先着順） 
問い合わせ先：大阪商業大学JGSS 研究センター 
（TEL：06-6785-6013） 
URL：http://jgss.daishodai.ac.jp/ 
 

☆第15回日本感性工学会大会 

開催日：2013年9月5日～7日 
開催場所：東京女子大学 
http://www.jske.org/taikai/jske15/ 
 
☆第23回日本家族社会学会大会 

開催日：2013年9月7日～8日 
開催場所：静岡大学静岡キャンパス 
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/index.html 
 
☆2013年度統計関連学会連合大会 

開催日：2013年9月8日～11日 
開催場所：大阪大学豊中キャンパス 
http://www.jfssa.jp/taikai/2013/ 
 

☆日本心理学会第77回大会 

開催日：2013年9月19日 ～21日 
開催場所：札幌コンベンションセンター，札幌市

産業振興センター 
http://www.c-linkage.co.jp/jpa2013/index.html 
 
☆計量国語学会第57回大会 

開催日：2013年9月28日 
開催場所：首都大学東京秋葉原サテライト 
キャンパス 
 
☆第27回日本音声学会全国大会 

開催日：2013年9月28日～29日 
開催場所：金沢大学 
 
☆聖ルカ臨床教育研究セミナー2013 

St. Luke’s Clinical Education and Research 

Seminar-EBM & Quality Improvement Activity- 

開催日： 2013年10月19日10：00～16：20 
開催場所：聖路加看護大学１階 ALICE 
C.ST.JOHN Memorial Hall 
参加費：一般5,000円，研究所賛助会員無料 
定員：300名（定員になり次第締切り） 
お申し込み：https://sllsi.or.jp/seminar/ 
 
☆日本語学会2013年度秋季大会 

日 時： 2013年10月26日～27日 
会 場：静岡大学 静岡キャンパス 
 
☆第86回 日本社会学会 大会 

日 時： 2013年10月12日～13日 
会 場：慶應義塾大学 三田キャンパス 
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2013/10/12100000. 
php#more 
 
☆日本計算機統計学会大会第27回シンポジウム  

開催日：2013年11月15日～16日 
開催場所：崇城大学ホール（熊本市民会館） 
演題提出：9月13日 
http://jscs.jp/sympo/27/  
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☆日本言語学会第147回大会 

日 時： 2013年11月23日～24日 
会 場：神戸市外国語大学 
演題提出締切：2013年8月20日24時 
 
☆第6回計算方法論統計学国際大会 

6th International Conference of the ERCIM WG 

on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2013)  

開催日：2013年12月13日～16日 
開催場所：University of London, UK 
演題提出締切：2013年7月15日 
http://www.cmstatistics.org/ERCIM2013/index.php 
 
☆第24回日本疫学会学術総会  

開催日：2014年1月23日～25日 
開催場所：艮陵会館，日立システムズホール仙台 
演題提出：2013年8月1日～9月26日 
http://www2.convention.co.jp/jea24th/index. html 
 
☆日本発達心理学会第25回大会  

開催日：2014年3月21日～23日 
開催場所：京都大学 百周年記念館および吉田南

キャンパス 
演題提出：2013年8月2日～9月2日 
http://www.jsdp.jp/conf2014/ 
 
☆World Congress of Sociology (WCS) 2014  

開催日：2014年7月13日～19日 
開催場所：パシフィコ横浜 
演題提出：2013年6月3日～9月30日 
http://www.wcs2014.net/ 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 
 

☆第31回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

（ICP2016）  

開催日：2016年7月24日～29日 
開催場所：パシフィコ横浜 
演題提出締切：2014年9月 
http://www.icp2016.jp/ 

公募・求人情報 

 

☆大阪商業大学 JGSS研究センター「分析研究課

題」募集のお知らせ 

募集の詳細はJGSS研究センターホームページ 
http://jgss.daishodai.ac.jp/ 

の「募集要項」をご確認下さい．JGSS-2012の質

問項目および調査の詳細もホームページでご覧い

ただけます． 
○受付期間：2013年8月～2014年12月まで 

毎月25日締切 
○問い合わせ先 
大阪商業大学JGSS 研究センター 
〒577-8505 東大阪市御厨栄町4-1-10 
TEL：06-6785-6013 
FAX：06-6785-6011 
E-mail：jgss@daishodai.ac.jp 
URL：http://jgss.daishodai.ac.jp/ 
 
☆平成２６年度笹川科学研究助成の募集 

研究助成の詳細は，下記Webサイトをご覧下

さい． 
http://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/ 

募集告知ポスターは 下記URLよりダウンロ

ードして下さい． 
http://jss.or.jp/h26poster.pdf 

○募集期間 
・学術研究部門：2013年10月1日～2013年

10月15日 
・実践研究部門：2013年11月1日～2013年

11月15日 
○問い合わせ先 
 公益財団法人日本科学協会笹川科学研究助成係 
 〒107-0052 東京都港区赤坂1-2-2 
日本財団ビル5F 

  TEL：03-6229-5365 
 FAX：03-6229-5369  
 E-mail：josei@jss.or.jp   
 URL：http://www.jss.or.jp 
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会員の著書等 

（発行年月の新しい順） 

 

上藤一郎・森本栄

一・常包昌宏・田浦

元著 『調査と分析

のための統計 第2
版―社会・経済のデ

ータサイエンス』 

丸善，2013年8月 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

『＜個客も気づいて

いない＞将来ニーズ

の発掘と新製品開発

への活用』 技術情

報協会 2013 年 8
月 
 
 
 
 
 
 
 

トビー・テクノロジー・ジャパン株式会社 代表

取締役社長 蜂巣健一が，2013年8月30日（金）

に出版された「＜個客も気づいていない＞将来ニ

ーズの発掘と新製品開発への活用」の1項目を執

筆しました．本書籍は，顧客が気づいていないニ

ーズを発掘し，新商品開発に繋げるための方法論

やヒット商品誕生に至る情報収集，分析のアイデ

ア，工夫点をまとめた内容となっています．トビ

ー社は，アイトラッキング技術を用いた消費者観

察と製品開発への応用を執筆しています． 
（トビー・テクノロジー・ジャパン） 

 

猪口孝訳 『流動化す

る民主主義』 ミネル

ヴァ書房 2013年7
月（原書：Robert D. 
Putnam(ed), 
Democracies in 
Flux: The Evolution 
of Social Capital in 
Contemporary 
Society, Oxford 
University Press, 
2002. ） 
 
 

「社会関係資本」はどう変化したか 
過去 50 年間に市民社会の性格はどのように変化

したのか，またその要因は何か．本書では，イギ

リス，アメリカ，フランス，ドイツ，スペイン，

スウェーデン，オーストラリア，日本という８カ

国を取り上げ，現代の脱工業化社会において社会

関係資本がどう変化しつつあるのかを論じる．第

２次世界大戦終結後から 20 世紀末までの期間に

わたる，初の定量的・定性的な検証の成果．（原書：

Robert D. Putnam（ed）, Democracies in Flux: 
The Evolution of Social Capital in 
Contemporary Society, Oxford University Press, 
2002.） 

（猪口 孝） 
 

 
 
 
 

広田すみれ著 『読

む統計学・使う統計

学（第 2 版）』 慶

應義塾大学出版会，

2013年5月 
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大門貴志・吉川俊

博・手良向聡 訳 

『Rによる統計解析

ハンドブック 第2
版』 株式会社メデ

ィカル・パブリケー

ションズ, 2010年4
月(原著：Everitt, 
B.S., Hothorn, T. 
(2010). A 
Handbook of 
Statistical 

Analyses Using R, 2nd Edition. Chapman & 
Hall/CRC). 
 
 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 日本行動計量学会  
林 文 和文誌編集委員長 宛 
E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 
電気通信大学大学院情報システム学研究科 
植野 真臣 欧文誌編集委員長 宛 
E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWeb
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 
 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2013年8月9日現在) 

正会員       ： 786名 （海外7含む）

準会員       ： 50名  
名誉会員      ： 12名  
賛助会員      ： 22社  
シニア会員     ： 26名  
計         ： 896名  
 
学会誌等寄贈先 ： 

 
8件 
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入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801  
東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 
日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

って下さい．なお，会員であることを確認するた

めに会員番号が必要ですので，学会からの送付物

の宛名シールなどを用意して下さい．よろしくお

願いします． 
 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj  パスワード：1973 

 
マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書や，会員に関係があると思われるシンポジウム，

セミナー，学協会大会，公募・求人情報などにつ

いて，会員の皆様から原稿を募集しております．

過去の会報の形式を参考に原稿をおまとめいただ

き，下記送付先までお送り下さい．会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただく際

には，書誌情報とともに（出版社から入手した）

書影をお送り下さいますようお願いいたします．

なお，2011年度から，日本行動計量学会では「杉

山明子賞（出版賞）」が創設されました．出版賞で

は，会員の過去3 年程度に刊行された優れた図書

の著者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著

書等を出版されたことをアピールできる数少ない

機会であると思います．優れた書籍の推薦や情報

の提供などをお寄せいただけますようお願いいた

します． 編集の都合上，発行月（3，6，9，12）
の前々月の末日まで（次号 139 号の場合には 10
月末日）にお寄せいただければ，直近号に掲載す

ることが可能です．それ以降に届いたものにつき

ましては，内容を判断した上で，次号に回させて

いただきますのでよろしくお願い申しあげます． 
会報原稿送付先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 
首都大学東京都市教養学部経営学系 中山厚穂 
E-mail: atsuho@tmu.ac.jp TEL: 042-677-2316 

 
編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．今後も，これまで

と同様に皆様からのご意見をお伺いしながら，皆

様のお役に立てるような魅力ある充実した会報と

なるように努めていきたいと考えております．ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら，ご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

題字：林知己夫 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・鄭躍軍・ 

朴堯星・星野崇宏・山田剛史 

相談役：森裕一 
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